
現況

計画
○

○ 　ホースの整備については、今後も不良ホースの補充を行うため逐次整備する。

○

○

○

○ 　消防用ゴム長靴については、訓練及び火災現場における事故防止のため随時補充する。

○

○

○ 　上記のほか、必要に応じた消防施設等の整備を推進する。

　ヘルメットについては、現場における団員の安全を確保する重要な装備であり、５年を目途

に更新する。

  昭和４７年に第１次消防施設整備５カ年計画を策定以来、平成２９年度に第１０次計画を策定
し、順次整備充実を図ってきた。
　平成２２年３月に六合村との合併により、現在における整備状況は、消防ポンプ自動車１０台、
可搬動力ポンプ１５台、可搬動力ポンプ積載車１３台を有し、実態調査表における国の充足率
は、８３．３％となっている。
  消防水利においては、防火水槽４２５基（基準にあったもの３１９基）消火栓３８４基であり、毎年
増加しているが、有効水利確保のため今後も引き続き整備促進を図る必要がある。
  消防機械器具については、各種火災に対応できる機械器具の導入と充実を図ってきているが
今後も引き続き整備充実を図っていく必要がある。また自動車ポンプ及び積載車は４輪駆動車が
導入されてきて平成１７年度に第４分団第１部に積載車が更新され、全ての部において４輪駆動
車が整備された。
  なお、消防ポンプ自動車、可搬動力ポンプ、可搬動力ポンプ積載車については、耐久性の向
上が認められるところであり、耐用年数の延長を図ってきたところである。
  さらには、近年の消防団員については、全国的に団員の不足が問題となっており、当町におい
てもある地域で定員確保が難しい状況であるが、地域住民の安全・安心の確保について、部の統
廃合等を考慮しながら、団員の確保に努めていかなくてはならない。

　消防ポンプ自動車、可搬動力ポンプ及び可搬動力ポンプ積載車については、老朽化の解

消と消火能力の向上を図るため、耐用年数を定めて計画的に更新整備する。

　耐用年数については、消防ポンプ自動車（４輪駆動車のＣＤ－Ⅰ及びⅡ型）２０年、可搬動

力ポンプ積載車（４輪駆動車）２０年、可搬動力ポンプ２０年とする。

　また、消防ポンプ自動車（４輪駆動車のＣＤ－Ⅰ型及びⅡ型）、可搬動力ポンプ積載車（４輪

駆動車）については、次期更新時にも同様の４輪駆動車で対応することとする。

　更に近年車両重量の増加により、団員の所有免許での対応が困難になってきているため、

準中型免許取得補助を引き続き推進する。

令和４年～令和８年
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　防火水槽については、行政区からの要望と所管の各分団各部と相談の上、消防水利確保
のため、当初予算で要望基数（２基以内）を確保する。

　消火栓については、当町の水道事情を考慮しつつ、企業課と連携し整備を推進するととも

に、老朽化等修繕を要するものについては随時改修していく。
　機械器具置場及び詰所については、昭和４７年から整備を実施し、全ての部で整備されてき

たが、今後においても消防機械器具を最良の状態に保管するとともに、消防活動の拠点とし

ての詰所の整備充実を推進する。

　アポロキャップとＴシャツについては、消防団のイメージアップと機能性を向上させるため、定

期的な整備を行う。



本団役員及び各部１０個ヘ ル メ ッ ト ２００

アポロキャップ ３３８

Ｔ シ ャ ツ ３３８

５０ 新入団員及び補充分

ホ ー ス ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 破損等交換

消防用ゴム長靴 ５０ ５０ ５０ ５０

防 火 水 槽 ２ ２ ２ ２ ２

可搬動力ポンプ

可搬動力ﾎﾟﾝﾌﾟ積載車

消防ポンプ自動車 １ １
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　種　　類

消防施設設備整備計画

４ ５ ６ ７ ８ 備　　　　考



  ※   　　自：自動車ポンプ（２０年経過年度に更新・１０年経過年度に総合点検）

ポ：可搬動力ポンプ（２０年経過年度に更新・１０年経過年度に総合点検）

積：可搬動力ポンプ積載車（２０年経過年度に更新）

 　（スタッドレスタイヤ：７年毎に更新）                       
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１　消防団員数の推移

４か町村合併により 人
副団長１名増（副団長４名）により 人
団組織の改革により 人
第２分団第６部（四万）１０名増により 人
第１分団第１部（中之条）第２部（伊勢町）各５名増加により 人
副ラッパ長新設により 人
団組織の改革により 人
副団長１名増により 人
六合村との町村合併により 人
第５分団の定数見直しにより３２名減 人
副団長１名減
第５分団の部統廃合により１４名減
第２分団第６部（四万）５名減
第４分団第１部（平、横尾）第２部（大塚、赤坂、栃窪）各５名減 人
第１分団第４部第５部の部統合により５名減 人
副団長１名増により 人
団員数見直しにより１１名減 人
第３分団の部統廃合により１５名減
第１分団第４部（青山、市城）５名減
第２分団第６部（四万）５名減
第４分団第１部（平、横尾）第２部（大塚、赤坂、栃窪）各５名減
第５分団第２部（花敷、引沼、世立、京塚、田代原、
熊倉、根広、和光原、長平、小倉）５名減 人

２　団の組織（令和６年４月１日以降）

東部方面指揮隊

西部方面指揮隊

※　部長－副部長－班長－団員

平、横尾

第２部 ２０人
小型ポンプ 大塚

（４０人） 小型ポンプ 赤坂、栃窪

（４５人） 京塚、田代原、熊倉

小型ポンプ
1台

根広、和光原

長平、小倉

ラッパ長 副ラッパ長

小型ポンプ2台 日影、太子、湯久保

第２部 ２０人

小型ポンプ
2台

花敷、引沼、世立

副団長

第１部 ２５人

ポンプ車
小雨、生須、品木

小型ポンプ

小型ポンプ 赤岩、広池、高間

第５分団長 副分団長

副団長 第４分団長 副分団長
第１部 ２０人 ポンプ車

副団長
（３０人） 第2部 １５人 ポンプ車 五反田

小型ポンプ 岩本、大道
小型ポンプ 蟻川

副団長
第6部 １５人 ポンプ車 四万温泉

第1部 １５人団　長 第３分団長 副分団長

副団長
第4部 １５人 ポンプ車 下沢渡

（９０人） 第5部 １５人 小型ポンプ 下四万

第２分団長 副分団長
第3部 １５人 小型ポンプ 上沢渡

第1部 １５人 ポンプ車 山田
第2部 １５人 小型ポンプ 折田

（７５人）
第４部 ２０人

ポンプ車 青山
小型ポンプ 市城

第1分団長 副分団長
第2部 ２０人 ポンプ車 伊勢町
第3部 １５人 ポンプ車 西中之条

平成31年 4月 1日 349
令 和 4 年 4 月 1 日 338

第1部 ２０人 ポンプ車 中之条町

令 和 6 年 4 月 1 日

298

平成26年 4月 1日 383
平成29年 4月 1日

353
平成30年 4月 1日 348

昭和62年 4月 1日 304
平成14年 4月 1日 305
平成22年 3月28日 415

昭和41年 4月 1日 383
昭和43年12月 1日 393
昭和55年 4月 1日 394

消　　防　　団　　概　　要

昭和30年 4月15日 645
昭和32年 9月28日 646
昭和40年 9月 1日 373


